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夏から秋にかけて盛んに育ってきたサツマイモは、晩秋
に入ると収穫の時期を迎えます。芋（塊根）は 8〜9月に急
生長し、10月中旬〜11月に入ると肥大が緩やかになりますが、
霜が降りるころまで太り続けます。低温に弱いので貯蔵には
保温、保湿に注意が必要です。
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「営農よろず相談」では、
  ・農作物の栽培方法に関すること
  ・病害虫の防除に関すること
などを中心にご相談を受け付けております。
何かお困りのことがありましたら、身近な相談先
としてぜひ一度ご利用ください。

営 農 よ ろ ず 相 談 の ご 案 内 ● 電話番号
  （０９７）５４４－６４６２
● 受付時間
　 月・水・金曜日（祝日は除く）８：３０～１７：００
　（受付時間以外の時間帯は、留守番電話となります）

● 設置場所　営農部

※通話料は相談者負担となり
ます。おかけ間違いの無い
よう、ご注意ください。

む! よ ろ ず

自家菜園では必要に応じて探り掘り（株元に手を差し
込み、適当に太った芋だけを掘り取る）あるいは早掘り

（株全部を掘り取る）して、早くから秋の味覚を楽しむよ
うにしましょう。

本格的な収穫の適期は初霜が降り始めるころです。初
霜の予想は難しいのですが、たちまち若い葉が枯れ始め
るので、見分けやすいです。こうなったらすぐに掘り上げ
れば大丈夫です。できるだけ畑が乾いているときを選ぶ
ようにしましょう。

収穫の手順は、まずつるの地
じ
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部分（地上 4 ～ 5cm 残
し）を鎌で刈り取り、つるを畑の外に選び出し畝

う ね

を丸裸に
し、マルチフィルムを剥がしてから、芋を傷つけないよう
に注意して株元に大きくくわを打ち込み、芋を掘り出し
ます。

このとき注意すべきことは、つるは強大で絡み合って
いるので、畑にあるうちに 50 ～ 60cm ほどの長さにく
わで切り分けて、運搬しやすくしておくことと、貯蔵予定
の芋はつるから外さないよう、容器に入れて丁寧に持ち
運ぶようにすることです。

サツマイモは掘り上げてすぐよりも 4 ～ 5日乾かして
食べるのがおいしいので、収穫の日時や取り扱いにもい
ろいろ配慮してみてください。

貯蔵方法は、多量の場合には水はけの良い畑を選び、図
のように深さ 70 ～ 80cm の穴を掘り、稲わらを敷き、つ
るに付いたままの芋を傷つけないよう丁寧に重ね入れ、
上にも稲わら、もみ殻を覆います。適温は 13 度、湿度は
90％が目安です。また、初期には呼吸熱が発生しやすいの
で、筒状の通気筒を差し込んでおくとよいでしょう。これ
は後に取り外しますが、条件測定のため温度計を取り付
けておくとよいでしょう。穴の上には土を盛り上げ、稲わ
らを覆い雨水が浸入しないよう留意します。

少量の貯蔵なら、芋を新聞紙にくるんで保温性の高い
発泡スチロールの箱に入れ、室内に置くだけで十分です。
この場合も通気を図るため箱に小穴を空けておきます。
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